
田
　

所
　

哲

太

郎
二
つ
の
博
士
号
を
も
つ
大
学
人

秋

田

北

盟

寮

の

生

み

の

親

郷
土
地
理
学
の
パ
イ
オ
ニ
ア
小
田
内
通
敏
の
甥
に
あ
た
る
田
所
哲
太
郎
は
、
明
治
十
八
年
（
一
八
八
五
）
九
月
二
十

七
日
に
、
銀
行
員
田
所
直
道
の
長
男
と
し
て
秋
田
市
で
誕
生
し
た
。



保
戸
野
尋
常
小
学
校
時
代
は
勉
強
や
読
書
が
大
好
き
で
あ
っ
た
反
面
、
身
体
が
虚
弱
で
、
小
使
い
さ
ん
に
送
ら
れ
て

帰
宅
し
た
こ
と
も
あ
る
と
述
懐
し
て
い
る
。
そ
う
し
た
こ
と
が
、
後
年
、
田
所
が
ス
ポ
ー
ツ
に
関
係
し
、
晩
年
に
到
る

ま
で
ボ
デ
ィ
ビ
ル
に
親
し
む
素
地
を
つ
く
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

明
治
三
十
七
年
に
秋
田
中
学
を
卒
業
し
た
田
所
は
、
内
村
鑑
三
や
新
渡
戸
稲
造
ら
の
思
想
家
を
輩
出
し
た
札
幌
農
学

校
に
憧
れ
て
同
校
予
科
に
進
み
、
さ
ら
に
東
北
帝
国
大
学
農
科
大
学
（
現
在
の
北
海
道
大
学
農
学
部
。
北
大
独
立
前
の

名
称
）
農
芸
化
学
科
に
進
学
す
る
。
そ
し
て
、
四
十
三
年
に
銀
時
計
組
の
一
人
と
し
て
卒
業
す
る
と
同
時
に
同
大
学
の

助
手
と
し
て
研
究
生
活
に
入
り
、
翌
四
十
四
年
に
は
助
教
授
に
昇
格
し
た
。

大
正
七
年
（
一
九
一
八
）
か
ら
二
年
間
、
田
所
は
シ
カ
ゴ
大
学
の
化
学
学
科
、
物
理
学
科
に
留
学
す
る
が
、
滞
米
中
、

ア
メ
リ
カ
の
学
生
た
ち
が
寮
生
活
に
よ
っ
て
大
学
生
活
を
エ
ン
ジ
ョ
イ
し
て
い
る
の
を
見
て
と
り
、
帰
国
後
、
札
幌
に

学
生
寮
を
建
設
す
る
運
動
に
取
り
組
む
。

田
所
の
そ
う
し
た
努
力
に
よ
っ
て
大
正
十
二
年
八
月
に
竣
工
し
た
の
が
秋
田
北
盟
寮
で
、
こ
れ
は
、
何
度
か
改
築
を

経
な
が
ら
平
成
十
年
の
閉
寮
ま
で
存
続
し
た
。
こ
の
間
に
六
百
数
十
人
を
世
に
送
り
出
し
た
が
、
入
寮
者
の
半
分
以
上

が
、
秋
田
中
学
・
秋
田
高
校
の
卒
業
生
で
あ
っ
た
。
北
盟
寮
を
巣
立
っ
た
学
生
の
う
ち
の
三
十
名
が
北
大
な
ど
、
国
内

外
の
大
学
の
教
授
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
。

田
所
は
秋
田
寮
の
生
み
の
親
で
あ
る
と
同
時
に
育
て
の
親
で
も
あ
り
、
郷
土
の
学
生
に
対
す
る
慈
愛
に
満
ち
た
深
い

思
い
や
り
か
ら
、
現
職
の
県
立
秋
田
高
等
女
学
校
（
現
秋
田
北
高
校
）
教
諭
石
橋
常
世
を
寮
母
に
迎
え
て
情
操
教
育
に

取
り
組
ん
だ
の
も
、
未
だ
に
関
係
者
の
語
り
草
に
な
っ
て
い
る
。



北
大
に
お
け
る
田
所
の
よ
う
な
人
物
が
東
北
大
に
は
い
な
か
っ
た
と
今
で
も
時
お
り
東
北
大
関
係
者
か
ら
洩
れ
た
り

す
る
の
も
む
べ
な
る
か
な
と
言
え
よ
う
か
。

二

つ

の

学

位

さ
て
田
所
は
、
当
時
、
寒
さ
に
は
強
い
が
味
が
い
ま
一
つ
と
言
わ
れ
て
い
た
北
海
道
産
米
の
改
良
に
取
り
組
む
な
か

で
、
米
た
ん
ぱ
く
質
の
化
学
構
造
の
違
い
に
注
目
、
こ
の
研
究
に
よ
っ
て
大
正
八
年
に
ま
ず
農
学
博
士
の
学
位
を
取
得

し
、
十
年
に
は
、
三
年
前
に
誕
生
し
て
い
た
北
海
道
帝
国
大
学
の
教
授
に
昇
進
す
る
。

そ
の
後
田
所
は
、
植
物
細
胞
の
ニ
カ
ワ
質
の
研
究
に
没
頭
し
、
そ
の
研
究
成
果
に
よ
っ
て
昭
和
三
年
（
一
九
二

八
）

に
今
度
は
理
学
博
士
の
学
位
を
取
得
、
二
つ
の
博
士
号
を
も
つ
大
学
者
と
な
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

学
位
論
文
の
分
野
を
出
発
点
と
し
て
田
所
の
研
究
は
、
大
豆
や
海
草
の
生
態
と
繁
殖
な
ど
に
も
広
が
っ
て
い
き
、
さ

ら
に
、
中
心
と
な
っ
た
タ
ン
パ
ク
質
化
学
に
加
え
て
、
酵
素
化
学
、
栄
養
化
学
等
の
分
野
で
の
数
多
く
の
貴
重
な
業
績

へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く
。

そ
し
て
、
そ
れ
ら
の
成
果
を
実
地
に
応
用
し
て
人
間
の
生
活
と
健
康
に
役
立
て
る
な
ど
、
生
物
化
学
全
体
の
発
展
に

大
き
な
貢
献
を
し
た
の
で
あ
っ
た
。

大
正
が
終
わ
っ
て
昭
和
と
改
元
さ
れ
た
こ
ろ
、
東
京
、
京
都
、
東
北
、
九
州
、
北
海
道
と
五
つ
の
帝
国
大
学
が
あ
っ

た
が
、
こ
の
う
ち
理
学
部
が
設
置
さ
れ
て
い
た
の
は
、
東
京
、
京
都
、
東
北
の
三
大
学
だ
け
で
あ
っ
た
。



北
大
に
も
理
学
部
を
と
い
う
機
運
が
高
ま
り
、
そ
の
設
立
運
動
が
活
発
に
展
開
さ
れ
て
い
た
こ
ろ
の
昭
和
四
年
、
パ

リ
に
お
い
て
理
学
部
教
授
候
補
者
会
議
と
い
う
も
の
が
催
さ
れ
、
田
所
は
そ
れ
に
出
席
す
る
が
、
そ
の
折
、
踊
り
子
の

絵
を
買
っ
て
帰
り
、
会
議
室
に
飾
っ
た
。

後
年
、
雪
博
士
と
し
て
有
名
な
中
谷
宇
吉
郎
北
大
教
授
を
し
て
、「
踊
り
子
の
絵
を
会
議
室
に
懸
け
て
い
る
大
学
は
、

日
本
で
は
北
大
の
理
学
部
だ
け
で
し
ょ
う
。
こ
の
よ
う
な
闊
達
な
雰
囲
気
か
ら
良
い
研
究
が
育
つ
の
で
す
」
と
言
わ
し

め
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

ち
な
み
に
、
そ
の
絵
は
、
現
在
も
教
授
会
が
開
か
れ
る
会
議
室
に
飾
ら
れ
て
い
る
と
い
う
。

昭
和
五
年
、
北
大
に
理
学
部
が
創
設
さ
れ
る
と
同
時
に
田
所
は
農
学
部
か
ら
理
学
部
に
配
置
転
換
と
な
り
、
翌
年
三

月
に
は
理
学
部
長
に
選
ば
れ
て
、
草
創
期
の
六
年
間
、
北
大
理
学
部
の
基
盤
確
立
の
た
め
に
尽
力
す
る
。

学
内
に
お
け
る
各
種
施
設
設
備
の
充
実
の
ほ
か
、
昭
和
六
年
に
は
厚
岸
臨
海
実
験
所
、
八
年
に
は
室
蘭
海
藻
研
究
所

を
発
足
さ
せ
る
な
ど
、
北
海
道
と
関
わ
り
の
深
い
分
野
の
研
究
施
設
の
充
実
に
も
意
を
用
い
た
。

ま
た
、
郷
里
の
同
窓
で
親
友
の
、
大
森
町
出
身
ア
ラ
ビ
ヤ
太
郎
こ
と
山
下
太
郎
か
ら
、
戦
前
、
莫
大
な
資
金
の
提
供

を
受
け
て
、
理
学
部
そ
ば
に
山
下
生
化
学
研
究
室
を
設
立
し
て
、
多
く
の
弟
子
を
教
育
し
た
の
も
記
憶
に
残
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

話
は
さ
か
の
ぼ
る
が
、
田
所
が
秋
田
中
学
に
在
学
中
、
イ
ギ
リ
ス
帰
り
の
武
田
千
代
三
郎
知
事
が
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー

ド
大
学
の
古
い
ボ
ー
ト
を
買
い
取
り
、
秋
田
中
学
で
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
を
試
演
さ
せ
た
。
た
ま
た
ま
こ
の
時
、
田
所
が
ト

ッ
プ
を
漕
い
だ
。
そ
の
経
験
が
、
田
所
が
北
大
理
学
部
長
時
代
に
ボ
ー
ト
選
手
を
育
て
る
こ
と
に
つ
な
が
り
、
北
大
は



今
で
も
ボ
ー
ト
競
技
の
強
い
大
学
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
後
、
田
所
は
北
大
の
ス
ケ
ー
ト
部
長
、
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
部
長
な
ど
も
務
め
、
日
本
ス
ケ
ー
ト
連
盟
の
副
会
長

職
を
襲
っ
た
り
し
て
い
る
。

昭
和
二
十
四
年
定
年
退
官
と
な
り
、
こ
れ
ら
の
多
く
の
研
究
功
績
に
た
い
し
て
、
北
海
道
大
学
名
誉
教
授
の
称
号
が

与
え
ら
れ
た
。

北

海

道

開

発

の

偉

大

な

功

労

者

太
平
洋
戦
争
後
の
昭
和
二
十
四
年
、
学
制
改
革
に
よ
っ
て
四
つ
の
師
範
学
校
を
統
合
し
て
北
海
道
学
芸
大
学
（
現
北

海
道
教
育
大
学
）
が
設
立
さ
れ
る
と
田
所
は
初
代
学
長
に
選
ば
れ
、
八
年
間
そ
の
職
を
務
め
る
。

田
所
は
、
道
内
の
み
な
ら
ず
、
全
国
各
地
を
ま
わ
っ
て
優
秀
な
指
導
者
を
招
聘
し
、
新
設
大
学
の
地
位
の
向
上
、
学

問
研
究
と
教
員
養
成
の
調
和
な
ど
を
は
か
る
と
と
も
に
、
北
海
道
の
広
大
さ
を
考
慮
し
て
分
校
を
設
置
す
る
こ
と
を
提

唱
し
、
札
幌
以
外
に
旭
川
、
釧
路
、
岩
見
沢
、
函
館
の
各
地
に
分
校
を
開
設
し
た
。

そ
れ
ら
は
現
在
、
大
学
と
し
て
の
独
自
性
を
発
揮
し
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
の
文
化
的
発
信
源
と
し
て
発
展
し
つ

つ
あ
る
。

北
教
大
を
退
い
た
後
、
国
立
帯
広
畜
産
大
学
の
学
長
に
選
任
さ
れ
て
北
海
道
の
主
要
産
業
の
一
つ
で
あ
る
畜
産
の
研

究
と
技
術
の
向
上
に
貢
献
、
さ
ら
に
三
十
八
年
に
は
北
海
道
女
子
短
期
大
学
の
学
長
に
就
任
し
て
女
子
教
育
に
も
あ



た
っ
た
。

持
ち
前
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
次
々
と
実
行
に
移
し
て
大
学
の
整
備
充
実
に
努
力
す
る
な
ど
、
北
海
道
の
教
育
、
科
学
発

展
、
人
材
育
成
に
果
た
し
た
田
所
の
功
績
は
き
わ
め
て
大
き
な
も
の
が
あ
る
。

田
所
は
ま
た
、
み
ず
か
ら
も
そ
の
創
立
の
た
め
に
尽
力
し
た
日
本
農
芸
化
学
会
や
日
本
生
化
学
会
の
評
議
員
を
務

め
、
さ
ら
に
日
本
化
学
会
会
長
、
北
海
道
科
学
普
及
協
会
会
長
等
に
も
就
任
し
て
、
学
界
の
発
展
に
も
寄
与
す
る
と
こ

ろ
大
な
る
も
の
が
あ
っ
た
。

田
所
の
こ
う
し
た
幅
広
い
功
績
に
対
し
て
は
、
勲
二
等
旭
日
重
光
章
（
昭
和
四
十
年
）
、
北
海
道
文
化
賞
（
四
十
一

年
）
、
北
海
道
開
発
功
労
賞
（
四
十
八
年
）
な
ど
が
贈
ら
れ
て
い
る
。

田
所
は
、
自
分
は
勉
強
が
好
き
だ
し
、
学
問
で
楽
し
い
生
活
を
毎
日
送
る
た
め
に
は
ま
ず
身
体
を
鍛
え
る
こ
と
が
大

事
だ
と
し
て
、
八
十
歳
を
過
ぎ
て
も
な
お
毎
日
の
よ
う
に
ボ
デ
ィ
ビ
ル
に
取
り
組
ん
で
い
た
の
で
あ
っ
た
。

田
所
に
は
『
酵
素
化
学
』
『
多
糖
質
化
学
』
『
蛋
白
質
化
学
』
な
ど
専
門
の
化
学
関
係
の
著
書
が
た
く
さ
ん
あ
る
が
、

北
海
道
学
芸
大
学
長
の
と
き
、
『
歌
聖
小
野
小
町
を
語
る
』
を
著
し
て
話
題
に
な
っ
た
り
し
て
い
る
。

こ
れ
は
、
ど
う
せ
恋
愛
な
ど
と
い
う
の
は
頭
だ
け
の
こ
と
だ
か
ら
、
千
年
前
の
人
に
も
恋
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
っ

て
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
留
学
中
に
集
め
た
ジ
ャ
ン
ヌ
・
ダ
ル
ク
の
資
料
な
ど
も
た
く
さ
ん
あ
っ
た
と
い

う
こ
と
で
、
田
所
の
別
な
一
面
を
伝
え
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
あ
ろ
う
。

晩
年
の
一
時
期
、
田
所
は
静
岡
県
の
函
南
町
に
居
を
移
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
三
人
の
子
ど
も
の
う
ち
の
長
男
が

そ
の
地
で
亡
く
な
っ
た
の
で
心
引
か
れ
る
も
の
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
の
よ
う
で
あ
る
。



田
所
は
、
自
身
が
四
十
二
歳
の
と
き
に
夫
人
を
失
っ
た
だ
け
で
な
く
、三
人
の
男
子
も
年
若
く
し
て
父
親
に
先
立
ち
、

家
庭
的
に
は
あ
ま
り
め
ぐ
ま
れ
な
か
っ
た
。

函
南
で
は
、
自
然
食
品
に
含
ま
れ
る
酵
素
で
ガ
ン
や
公
害
病
を
防
ぐ
研
究
と
、
ど
う
い
う
健
康
管
理
を
す
れ
ば
不
老

長
寿
を
得
ら
れ
る
か
と
い
う
、
人
類
永
遠
の
大
テ
ー
マ
に
取
り
組
ん
で
元
気
な
と
こ
ろ
を
見
せ
た
。

田
所
は
、
自
分
に
勇
猛
な
精
神
を
育
て
て
く
れ
た
の
は
北
海
道
だ
と
語
っ
て
い
る
が
、
第
二
の
故
郷
で
あ
る
そ
の
北

海
道
で
田
所
が
没
し
た
の
は
、
昭
和
五
十
五
年
三
月
ニ
十
日
で
あ
る
。
秋
田
中
学
同
窓
の
医
師
に
見
守
ら
れ
、
愛
用
し

た
フ
ラ
ン
ス
仕
立
て
の
タ
キ
シ
ー
ド
姿
で
旅
立
っ
た
。
享
年
九
十
四
歳
で
あ
っ
た
。

故
人
の
遺
志
に
よ
り
、
葬
儀
は
宗
教
に
と
ら
わ
れ
ず
に
簡
素
に
執
り
行
わ
れ
た
が
、
式
中
は
絶
え
ず
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン

の
「
英
雄
」
第
二
楽
章
が
流
さ
れ
た
ほ
か
、
故
人
が
晩
年
愛
し
た
民
謡
「
秋
田
お
ぼ
こ
」
も
紹
介
さ
れ
て
、
参
会
者
一

同
、
故
郷
を
遠
く
離
れ
て
黄
泉
路
に
旅
立
っ
た
故
人
の
気
持
ち
を
偲
ん
だ
と
い
う
。

田
所
は
、
没
後
直
ち
に
正
三
位
に
叙
せ
ら
れ
て
い
る
。
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